
 

 

 

 

 

対象となる構造物は，岐阜県東濃用水道事務所内にあり，昭和 40 年代の終わりに施工された重力式コンクリート

擁壁(幅約 18m×高さ約 5m)である。この擁壁は，平成 6 年に，アルカリ骨材反応による亀甲状のひび割れが生じて

いることが確認され，ひび割れ注入工法と表面被覆工法による補修が施された。しかし，平成 14 年の調査時には，

再び擁壁表面にひび割れが生じていた。この擁壁は，コンクリートの残存膨張量が小さく(全膨張量は 0.005～0.011％)，

施設全体の安全上に果たす役割が比較的小さいことから，アースアンカー等を用いた力学的な補強は行なわず，ひび

割れ部における引張変形能の大きな ECC(靭性モルタル)を用いて，修景を目的に ECC の吹付け（厚さ 50～70mm程

度）により表面補修を実施した。ECCのみの条件と ECCの中に溶接鉄筋網またはエキスパンドメタルを補強筋とし

て配置した条件で施工した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ECC（靭性モルタル）による重力式コンクリート擁壁 

の表面補修試験施工 

吹付け材料 
擁壁の 
ﾌﾞﾛｯｸ No. 

補強筋 
ひび割れ部 
のシール材 

ブロック下部

の表面被覆 

1 溶接鉄筋網 ― 有 

2 エキスパンドメタル ― 有 

3 ― ― 有 

材料 A(施工：㈱デーロス) 
・分類：ECC吹付けモルタル 
・使用繊維：PVA+高強度 PE 
・繊維混入率：1.5vol% 
・材料形能：ﾌﾟﾚﾐｯｸｽﾎﾟﾘﾏｰﾓﾙﾀﾙ 4 ― 有 有 

5 溶接鉄筋網 ― 有 

6 エキスパンドメタル ― 有 

7 ― ー 有 

材料 B(施工：鹿島建設(㈱) 
・分類：ECC吹付けモルタル 
・使用繊維：高強度 PVA 
・繊維混入率：2.1vol% 
・材料形能：ﾌﾟﾚﾐｯｸｽﾓﾙﾀﾙ 8 ― 有 有 

材料 C 
・分類：補修用吹付けモルタル 

9 溶接鉄筋網 ― 有 

無補修 10 ― ― ― 

 

表－1 試験施工の条件 

ﾌﾞﾛｯｸ 
No.1 
材料 A 

ﾌﾞﾛｯｸ 
No.2 
材料 A 

ﾌﾞﾛｯｸ 
No.3 
材料 A 

ﾌﾞﾛｯｸ 
No.4 
材料 A 

ﾌﾞﾛｯｸ 
No.5 
材料 B 

ﾌﾞﾛｯｸ 
No.6 
材料 B 

ﾌﾞﾛｯｸ 
No.7 
材料 B 

ﾌﾞﾛｯｸ 
No.8 
材料 B 

ﾌﾞﾛｯｸ 
No.9 
材料 C 

ﾌﾞﾛｯｸ 
No.10 
無補修 

ECCによる吹付け施工後表面被覆(アクリル系塗料) 

図－1 施工ブロック割(約 1800×5000mm/1 ブロック) 
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(a) 施工前のひび割れ発生状況 (b) ウォータージエット法による表面はつり(03/4/18)

(c) 表面はつり後(03/4/19) (d) 足場組立(03/4/20) 

(e) 補強材設置状況(03/4/21) (f)  ひび割れ部のシール状況(03/4/21) 

(g) 吹付け状況(03/4/21～23) (h)  施工後(03/4/24) 
写真－1 ECC による重力式コンクリート擁壁表面補修の様子 

 

 

 1．施工概要 

2．検討ケース 

3．施工の流れ 
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ﾌﾞﾛｯｸ No.1  
材料 A(ECC) 
溶接鉄筋網 

ﾌﾞﾛｯｸ No.2 
材料 A(ECC) 
ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ 

ﾌﾞﾛｯｸ No.3  
材料 A(ECC) 
ひび割れ部ｼｰﾙ 

ﾌﾞﾛｯｸ No.4 
材料 A(ECC) 
 

ﾌﾞﾛｯｸ No.5  
材料 B(ECC) 
溶接鉄筋網 

ﾌﾞﾛｯｸ No.6 
材料 B(ECC) 
ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ 

ﾌﾞﾛｯｸ No.7  
材料 B(ECC) 
ひび割れ部ｼｰﾙ 

ﾌﾞﾛｯｸ No.8  
材料 B(ECC) 
 

ﾌﾞﾛｯｸ No.9 
材料 C 
溶接鉄筋網 

ﾌﾞﾛｯｸ No.10 
補修無 

ひび割れ幅 
0.05mm以下     0.05～0.2mm 
0.21～1mm      1mm以上 

 

(1)1 年経過して，補強筋の有無に関係なく，ECC 部分のひび割れ幅は 0.05mm 以下（肉眼では確認しにくい
程度）と小さかった。 

(2)ECCを用いた補修部分は，通常のモルタルを用いた補修部分よりも，ひび割れが細かい点で優れていた。

写真－2 施工 1年後のひび割れ発生状況 

 

図－2 施工前と施工 1年後のひび割れ発生状況比較 

施工前(下地)のひび割れ発生状況 
施工 1年後のひび割れ発生状況 
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